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東御市中央公民館　学習室５

東御市総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会 清水正博副会長

【委員】

清水正博（副委員長）、三溝和子、小林昌義、中堀雅夫（委員長）、宮嶋武彦、篠原博文

武井良一、岡田真平、関　豊春、渡邉真也、上薗美千代（事務担当）

【オブザーバー】木下智宏（東信教育事務所）

【東御市】小林靖宗、手塚小百合

欠席者 武田順子

(内容及び議題)

（１）アンケートの進捗状況について

（２）次年度事業計画（案）及び収支予算（案）について

（３）今後の設立準備委員会（案）について

（４）その他

今後部会を設けて具体的な事業について協議を行う。

事業部会長「渡邉真也」、広報部会長「武田順子」、総務部会長「宮嶋武彦」

会議等の名称
第５回東御市総合型地域スポーツクラブ設立準
備委員会

開催日時

出席者

次回への検討事項



　討議内容及び経過 (発言者名) (発言内容）

副委員長 開会・進行

委員長 委員長あいさつ・会議進行

事務担当 （１）アンケートの進捗状況について、会議資料に基づき説明

・10/28回収を予定しているが、グーグルフォームから回答いただいたもの（47件）を参考として提供する。

・「してみたいスポーツ」を見ると、東御市ではあまりみないスポーツも含まれている。

・指導等にどれだけお金をかけられるかの質問について、スポーツだと5,000円／月、遊びの見守りだと3,000

～5,000円／月が多い。

委員 アンケートの配布について、海野保育園とくるみ幼稚園は入っていないのか。

市 市立の５小学校、５保育園で調査数がかなり多くなっているので今回アンケート配布はしていない。

事務担当 （２）次年度事業計画（案）及び収支予算（案）について、会議資料に基づき説明

・定期開催として「里山探検ニコニコ」、不定期開催として「里山探検会」による定期開催参加者の拡大を

狙い、「ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ」により会員の拡大を狙いたい。ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙの車いすバスケは先日別団体が開催し

たが、健常者も楽しめ、ある程度の需要を見込めると考えている。

・その他、色々な活動団体への説明会を開催し、総合型の認知向上と協力を呼びかけたい。

・収支予算については、国の助成金の対象とならない経費もあるが事業計画に必要となる予算とした。

委員 事務所や事務担当者に係る経費を見ていないがどうか。

市 現在事務担当を行っている上薗さんは、来年度地域おこし協力隊として継続するため賃金は発生しない。

そのため事務所についても設立前でもあるので市役所に置くのがよいと考えている。

委員 会議の内容について、振り返りの意味でも前回会議の議事録があると会議が進みやすくなるのでないか。

委員長 基本に立ち返る意味でも準備するのがよい。

委員 国の助成金は何年間あるのか。

市 設立前の準備段階に対して最高２年間、設立後の自立に対して最高５年間の国の助成金がある。

委員長 予算上で、プレイベントの参加料が500円または1,000円と安価になっているがどうか。

委員 会員募集の意味を込めてできる限り安くして、多くの人に知ってもらうためにプレは安いほうがよい。

委員 国の助成金が設立後５年間とのことから、５年で会員数を拡大しなければならない。最初は安くして会員

募集を図ったほうがよい。

委員 現在スポーツ教室の会員が900名前後で推移している。今後少子化も進む中で10年後の会員数900名は難しい

のではないか。

委員 会員の拡大を考えると、子供だけを対象としていては限界があると思う。さなだスポーツクラブは大人

向けのプログラムも多く、大人の会員も多いと聞いている。10年後に900人規模の会員を目標とするなら

大人にも目を向けたほうがよい。

委員 現在のスポーツ教室は市内に限られているが、これからできる総合型は他市町村からの会員募集を行って

会員拡大を図りたい。

委員 スポーツ教室は運営経費をすべて市が負担しているので、参加料は年間2,500円と安価になっている。

総合型の会員数900名を目指すのであればスポーツ教室の在り方も考える必要がある。

また、現在の体育施設は、土日、平日夜の時間帯が８割程度埋まっている中では学校体育施設の有効利用も

検討していく必要がある。



　討議内容及び経過 (発言者名) (発言内容）

事務担当 （３）今後の設立準備委員会（案）について、会議資料に基づき説明

・次年度の事業計画と予算が固まってきた中で、具体的事項を検討する部会をつくり少しコンパクトにして

動きを軽くしたい。現在の準備委員会は部会で検討した事項の決定機関としたい。

・各部会には必要に応じて準備委員会委員以外からも協力者（教育委員会等）が参加できる形としたい。

委員 部会での活動はボランティアとなるのか。

市 準備委員会の会議に対しては報酬が発生しているが、部会の活動はボランティアと考えている。ただし、

今年度の話であって来年度必要であれば予算化して支払うことも可能となる。この部会については、来年度

の事業に向けて準備をするための部会と考えていただいたほうがよい。

委員 準備委員は報酬をもらってその他の方はボランティアというのはやりにくい気がする。

事務担当 その辺をどうするかは改めて検討させていただきたい。

委員 指導者を発掘するのは「事業部会」ではなく、「総務部会」でやったほうがよいのでないか。

事務担当 外部に向けて発信するのは「事業部会」とのイメージでこのようにしたが、指導者の発掘に関しては「総務

部会」とも連携していくのがよいのかもしれない。

委員 今後各部会だけで集まって協議していくことになるのか。そうなってしまうと、ほかの部会との足並みが

そろわなくなってしまわないか。

委員 私もそのことを心配するので、全員で集まってワークショップみたいに分かれて打合せをするといったイメ

ージで進めたほうがよいと思う。

委員長 最初の数回は同じに集まってワークショップみたいにやってみることでよいか。

委員 みんな集まってワークショップみたいに分かれてやることを基本として、部会によっては別の日にも集まっ

て協議をすることもできるとしておけばよいのでないか。

全員 賛成

事務担当 本日は部会長を決めさせていただきたい。事業部会「渡邉真也さん」、広報部会「武田順子さん」

総務部会「宮嶋武彦さん」にお願いしたいがどうか。また、部会員については事務局で決めさせていただく

ことでよいか。

全員 賛成

副委員長 閉会


